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(3) チタンの変態超塑性および Ti - 6A f,- 4V合金の微細組織における超塑性に注目し，母材の超塑
性が拡散溶接において，特にその初期接合過程において，接合を大きく促進することを見出している。
(4) 異種金属閣の拡散溶接において，接合時に金属間化合物層の形成が予想される銅とアルミニウム，
チタンとアルミニウムおよび金属間化合物層が全く形成されない銅とニッケル，銅と鉄の各組合わせ
について，比較研究を行い，接合過程，当該金属原子の移動および金属間化合物の形成とその成長な
どについて，金属組織学的に差異を明らかにしている。さらにこれらの結果を基礎にしてP 拡散溶接
の最適条件の選定指針を与えている。
(5) チタンとアルミニウムの拡散溶接継手を高温度に保持した場合，チタン中の固溶酸素の拡散により，
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アルミニウムと金属間化合物層の境界に再び‘アルミニウムの酸化膜を形成し， 乙れが継手性能を著しく
劣化させる乙と，および銅とニッケルの拡散溶接継手を高温度に保持すると， Kirkendall 効果によるボ
イドの形成により継手性能が低下することをそれぞれ明らかにしている。乙れに対し，銅と鉄の拡散溶
接継手は，高温保持してもボイドの形成もなく，継手性能の低下も認められないことを示し，異種金属
の拡散溶接継手を高温で使用する場合，その組合せを慎重に考慮して決定すべきことを示している。
以上のように本論文は，拡散溶接の接合機構とその継手性能ならびに高温使用中の継手性能の変化に
ついて，幾多の新しい知見を含み，学術および応用の両面において，拡散溶接法に貢献するところが大
きい。
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